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アプリケーション空間を考えると、リアルタイムかバーチャルタイムか大き
く区分できるのではないかと考えています。バーチャルタイムといえどもタ
イムスタンプが押されているのですから、過去にさかのぼった擬似リアル
タイムと言ってもよいと思いますが。

ということは過去にさかのぼれば用が足りるアプリケーションも沢山あるわ
けです。

普段は時計と同じような極小の低消費電力でありながら、１０分に１回でも
少量のデータ送信で用が足りるアプリケーションが多いのではないかと思
うのです。欲しい時に欲しいデータではなく絶えずデータを低消費電力で得
ていくシステムというわけです。

世の中のシステムでは人間が介在することが多いのですから、人間が欲し
いデータが自動的にロギングされていて良いわけです。電池付きというと
すぐ電池消耗のことばかり言う人がいますが、知恵を出してリアルタイムと
いうシステムを考えていきたいと思っています。


